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評価結果について（案） 
 

2. 評価結果 

 

2.4 教育 

 教育分野では以下の施策が第三者評価の対象となった。 
施策番号 施策名 

３１２ 地域とともに歩む学校づくりを支援する 

３２２ 小中学校の教育内容を充実する 

３３２ 家庭•学校•地域の連携を支援する 

３４１ 生涯学習活動を支援する 

 

（１）施策を達成する手段（事務事業）について 

· 評価の対象となった４つの施策のうち２つが良い（○）、２つがやや疑問

（△）であった。問題あり（×）と判断された施策はなかった。やや疑問

（△）と判断された施策については、施策の目指す状態を実現するための手

段としては事務事業が足りない、目指す状態が明確でない等の課題が指摘さ

れた。 

 

（２）成果指標について 

· 指標全体の評価で「指標の代表性」については、４つの施策のうち３つの施策

について やや疑問（△）という結果となった。 問題あり（×）と判断された

施策はなかった。やや疑問（△）と判断された施策の主な要因は、各施策で設

定された指標の代表性となっている。 

· 具体的には、「学校応援団構成員数」、「授業の充実感」、「青少年育成地

区委員会事業に参加した青年の延べ人数」、「生涯学習施設の利用件数」の

指標について施策の目指す状態に照らして代表性の面で改善の余地があると

の指摘がなされた。 

· 指標全体の評価で「目標の達成度」については、４つの施策のうち３つが良

い（○）、１つのみがやや疑問（△）という結果になっており、概ね妥当と

判断される。 

· 「目標の妥当性」についても全体的にみて、やや疑問（△）が多い結果とな

った。指摘•コメント事項としては、目標設定の根拠が明確でない、他の地域

や国の比率との比較の観点を取り込む、人口増加率を基準とした目標値の設

定見直しの必要性等が挙げられる。 
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（３）評価について 

（成果） 

· 成果の「評価区分妥当性」および「判断理由の妥当性」については、４つの

施策のうち３つの施策で 妥当／問題なし（○） 、１つ施策のみやや疑問•情

報不足等により判断が困難（△）という結果となった。 問題あり（×）と判

断された施策はなかった。 

· やや疑問•情報不足等により判断が困難（△）と判断された施策は、内部評価

において「目標とする成果が上がっていない」が「目標の方向に向かってい

る」という判断になっているものの、目標の方向に向かっていることを実績

からは確認できなかった。 

 

（成果と経費の比較） 

· 「評価区分妥当性」および「判断理由の妥当性」については、４つの施策の

うち３つの施策で 妥当／問題なし（○）、１つ施策のみやや疑問•情報不足

等により判断が困難（△）という結果となった。 問題あり（×）と判断され

た施策はなかった。 

· やや疑問（△）と判断された施策は、内部評価で「予算を増やすことなく成

果が上がっている」という記述に対し、既存のデータからはそれを確認でき

なかった。 

 

（要因分析） 

· 内部要因については、４つの施策のうち２つの施策が 妥当／問題なし（○）、

残り２つがやや疑問（△）と判断された。 問題あり（×）と判断された施策

はなかった。やや疑問•情報不足等により判断が困難（△）と判断された施策

については、成果と要因のとの関係についての分析が不十分であることが指

摘されている。 

· 外部要因についても、４つの施策のうち２つの施策が 妥当／問題なし（○）、

残り２つがやや疑問•情報不足等により判断が困難（△）と判断された。 問

題あり（×）と判断された施策はなかった。やや疑問•情報不足等により判断

が困難（△）と判断された施策については、論旨展開が不適切、外部要因と

して挙げられているべき事項が漏れている。外部要因ではなく前提条件とし

て捉えられるべき事項が外部要因に含まれている等の点が指摘された。 

 

（総合評価） 

· 総合評価については、４つの施策のうち３つの施策が妥当／問題なし（○）、

１つの施策がやや疑問•情報不足等により判断が困難（△）という結果になっ

た。 

· したがって、 内部評価では、総合評価において 「良好に進んでいる」と判断

された施策は３件、「良好に進んでいない」と判断された施策は１件であるの

に対し、外部評価では、「良好に進んでいる」が２件、「良好に進んでいな

い」が２件という結果になった。 
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（４）改革・改善案について 

 

· 評価結果との関連性については、４つの施策の全てについて妥当／問題なし

（○）と判断された。 

· 内容の具体性については、４つの施策のうち１つの施策が妥当／問題なし

（○）、３つの施策がやや疑問•情報不足等により判断が困難（△）という結

果になった。その理由として、何をどのように改善するのかがわかりにくい、

評価結果との関連性（どういう理由でこのような改善案に至ったのか）、代

表的な問題点は何か等に関する記載が不十分、等が指摘された。 


